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１．アンケート調査 

 

２．情報系専門学校へのヒアリング 

 

３．ジェネリックスキルに関する国内外動向 

 

 

クラウド・スマートデバイス時代の ITビジネスクリエータ育成の教育プログラム開発 

 

ジェネリックスキル養成 
 

調査・報告 
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◆調査・報告◆ 
 

 文部科学省「成長分野における中核的専門人材育成の戦略的推進事業」IT 分野職域プロジェク

ト―クラウド・スマートデバイス時代の IT ビジネスクリエータ育成の教育プログラム開発―にお

ける「ジェネリックスキル養成」講座のプログラム構築および教材作成にあたり、現状を把握す

るとともに現場のリアルな声をつかむ目的で、ジェネリックスキルに関する以下の調査を行った。

第１部では、これらの調査等について報告する。 

 

１．アンケート調査 

  ・教務用アンケート 

  ・学生用アンケート 

 

２．情報系専門学校へのヒアリング 

  ・吉田学園情報ビジネス専門学校 

  ・日本電子専門学校 

  ・静岡産業技術専門学校 

  ・トライデントコンピュータ専門学校 

 

３．ジェネリックスキルに関する国内外動向 

  ・ジェネリックスキルの必要性について 

－現代生活や情報化社会における IT 事情と教育の現状より－ 

  ・ジェネリックスキル等に関する国内外の動向について 

   ―海外事例研究紹介および国内動向の紹介― 
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１．アンケート調査・報告 

 

【対象と回答者】 

  情報系学校法人立専門学校 239 校 

・教務用：情報系の学科をご担当される教員または教務の方 

・学生用：情報系の学科に在籍の学生 

 

 

【調査方法と調査期間】 

質問紙によるアンケート 

・教務用 Ａ４ ３ページ 選択式、記述式 

 ・学生用 Ａ４ １ページ 選択式、記述式 

 

平成 25 年 11 月下旬に郵送（締切：12 月 20 日）。 

 

 

【回答数】 

教務用  ２３件 

学生用 ８００名 

郵送、宅配便、e-mail（PDF データ）にて収集。 
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【集計方法】 

  本アンケートは、教務用・学生用ともに各質問に対する回答を選択肢別に集計した。 

順位づけを求める質問や、条件付き複数回答の質問で条件に則さない回答については、有効回

答数から除外した。よって質問により母数は変動している。 

 

 

【まとめ】 

  情報系専門学校の学生は、わずかに社会人経験者や大学卒業生（中退含む）、留学生が在籍す

るが、90％以上が高校卒業生であり、高校までと同様に同一性の中で学んでいる。授業への出

席率や課題提出率は非常に高い数値を示しており、少人数教育の効果と学習内容が職業に直結

する学びであるがゆえ、学習姿勢は真面目といえる。 

一方、就職先等が学生に求めるスキルは、専門知識は当然のことながら、「コミュニケーショ

ン能力」や「明るさ・元気」、「積極性」など人間力の部分であると教員らは感じている。実際、

希望の進路に進めた学生は、「目標が明確である」、「あいさつができる」、「報告・連絡・相談が

できる」という特徴があると教員らは回答しており、ジェネリックスキルが重要な要素である

といえる。 

それでは、ジェネリックスキルについて教員、学生はどのように捉えているだろうか。それ

ぞれの回答を見てみると、ジェネリックスキルに関する知識や理解はいずれも低く、まだまだ

浸透していないようである。そして、ジェネリックスキル養成については、教員、学生ともに

必要と感じているものの実施状況や学校の体制をみてみると、「実践している（準備を含む）」、

「検討中」、「実践予定はない」の 3 つにほぼ等分された。今回のアンケートは客観式が中心で

あるため、すでに導入している学校の実践例や、導入予定がない理由については、残念ながら

不明である。 

また、社会が求めるコミュニケーション力やジェネリックスキルには、書く、話すなどのリ

テラシー能力も必要となる。この点について、教員からみた学生が弱いと思うリ テラシーを、
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学生には自分が弱いと思うリテラシーについて質問を行った。教員は学生のもっとも弱い力は

「聴く」力であると指摘しており回答数の約 40％を占めるが、学生が弱点と捉えている回答数

は 10％程度であった。一方、学生自身はもっとも弱い力を「話す」力であると認識しており回

答数の約 40％を占めるが、教員が弱点と捉えている回答数は 10％程度であった。いずれも真

逆な結果であり実に興味深い。そのほかの項目も、教員と学生では意識の違いが明確に出てい

る。果たして、これだけの意識の違いがあるなかで十分な意思疎通はできているのだろうか。

ジェネリックスキル養成を行うなら、講座を始める前に教員と学生が互いに何を目標とするの

か確認する必要があるのではないだろうかと感じた。わずかな質問項目でこのように断言する

のは少々乱暴というのは承知であるけれども、検討の一助になれば幸いである。 

 

次ページより教務用アンケート、学生用アンケートともに、設問別の集計結果と分析コメン

トを掲載している。具体的な数値はそちらで確認して欲しい。 
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◇教務用アンケート◇ 

教務用アンケートは、ジェネリックスキルに関する調査を多角的に捉えられるよう、教員、学

生、学習環境、学習サポート体制等さまざまな視点の質問を設定した。各質問に対する回答は次

の通りである。 

 

Ｑ１．在籍者比率［ｎ＝21］ 

在籍者の 90.1％は「③高校卒業生」であった。

「①社会人経験者」や「②大学卒業生」、「⑤留学

生」はいずれも 2～3％程度の在籍率で、ほんのわ

ずかである。 

 

 

 

 

Ｑ２．就職・進路先が求める知識・スキル等につ

いて［ｎ＝22］ 

「⑦コミュニケーション力」の約 30％がもっと

も多く、次いで、「①専門知識」、「⑨積極性」、「⑬

明るさ・元気」が挙げられ、それぞれ 15％前後の

回答率である。 

 

 

 

 

Ｑ３．主要な専門科目の受講者人数 

[ｎ＝22] 

「②15～30人」が 40.9％でもっとも多く、次い

で、「①15人未満」27.3％、「③30～45人」18.2％

と続き、高校や大学と違い、少人数教育が進んで

いる。 
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Ｑ４．主要な専門科目の授業への出席率 

[ｎ＝22] 

「④90％以上」が 81.8％でもっとも多く、「③

80～90％」も 13.6％であり、出席率は高い数値を

示している。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５．主要な専門科目の課題の提出率 

[ｎ＝22] 

「④90％以上」が 86.4％でもっとも多く、「③

80～90％」も 9.1％であり、出席率同様に、学

生の学習に対する意欲の高さが感じられる。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６．授業中以外での学生からの質問や学習  

相談[ｎ＝21] 

「②数は少ないが…相談に来る」が 81.0％でも

っとも多く、「①多くの学生が…相談に来る」も

14.3％である。「③個別に指導に･･･呼び出してい

る」という場合も若干あるが、教員の学生の自主

的な学びをサポートする姿がみてとれる。 
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Ｑ７．望む進路に進めた学生の特徴（複数回答可）

[ｎ＝22] 

「③目標が明確である」、「⑤あいさつができる」、

「⑩報告・連絡・相談ができる」の 3項目が特徴

として挙げられ、いずれも 12％程度の回答率であ

る。一方、「④社会的関心が強い」や「⑥気配りが

できる」の項目は低く、社会や他者など周囲への

関心が低いようである。 

 

 

 

 

Ｑ８．ジェネリックスキルという言葉につい  

て[ｎ＝22] 

「②聞いたことはある･･･内容は知らない」が

40.9％、「④内容も名前も知らない」が 36.4％で

あり、「知らない」と答えた数は 77％以上になり、

ジェネリックスキルの認知度は低い。 

 

 

 

 

 

Ｑ９．ジェネリックスキル養成講座の必要性につ

いて[ｎ＝22] 

「①必要性を強く感じる」が 31.8％、「②必

要である」が 54.5％であり、80％以上が必要と

感じている。一方、「③必要性をあまり感じな

い」の回答も 13.6％である。 
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Ｑ10．ジェネリックスキル養成講座の実践 

[ｎ＝22] 

「①実践している」が 22.7％、「②実践に向け

て準備中」も 13.6％であり、35％以上がジェネリ

ックスキル養成に向けての動きが見られた。一方、

「検討中」や「実践予定はない」もそれぞれ 30％

程度あり、各学校の取り組み体制は大きく異なる

ようである。 

 

 

 

Ｑ11．特に弱いと思われるリテラシーについて

[ｎ＝18] 

教員等からみた学生が弱いリテラシーは「③聴

く」が 38.9％でもっとも多く、次いで、「②書く」

が 22.2％、「④読む」が 16.7％と続く。 

 

 

 

 



１４ 

 

クラウド・スマートデバイス時代のＩＴビジネスクリエータ育成における 

ジェネリック・スキル養成の教育プログラム開発に向けてのアンケートのお願い 

 

 本アンケートは、貴校における「ＩＴビジネスクリエータを養成する学科・専攻・コース」またはそれに準ずる学

科コースの状況およびそこに在籍する学生のジェネリックスキルについてお尋ねします。ご回答に際しまして

は、教務課もしくは学科（コース）長にお願い申しあげます。 

（注）ＩＴビジネスクリエータ：ICT の先端技術（クラウドコンピューティングやスマートデバイス等）がビジネスの世界を変

えていく原動力であることを理解し、適用分野と ICT をうまくマッチングして利便性の高いシステム提案・構築ができる人材 

 

【アンケート対象の学科（専攻・コース）の名称と定員（在籍者数）】 

                                            

                                            

                                            

 

【本アンケートのご回答者の所属及び役職】 

                                            

 

 

Ａ 対象となる学科（専攻・コース）に関してお尋ねします。 

 

Ｑ１．在籍者の比率について、教えてください。 

①社会人（情報通信系・その他）         ％ 

②大学生（工学系・情報系・その他）       ％ 

③高校生（工業系・情報系・普通科）       ％ 

④高卒認定       ％ 

⑤留学生        ％ 

⑥その他        ％ 
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Ｑ２．最近の就職・進路先が卒業生に求める知識･スキル・能力等について教えてください。 

※下記項目の中から５項目を選び、順位付け（１位から５位まで）して、求められる度合

を％（感覚値）で表してください。 

 ①専門知識・スキル、 ②一般教養、 ③日本語力、 ④英語、 ⑤数学、 

⑥プレゼンテーション力、 ⑦コミュニケーション力 、⑧論理思考力、 ⑨積極性、 

⑩協調性、 ⑪リーダーシップ、 ⑫ストレス耐性、 ⑬明るさ・元気、  

⑭素直・正直、 ⑮その他（                          ）                      

  １位（番号：    度合：    ） 

  ２位（番号：    度合：    ） 

  ３位（番号：    度合：    ） 

  ４位（番号：    度合：    ） 

  ５位（番号：    度合：    ） 

 

 

Ｂ 対象となる学生の学習状況等について、お尋ねします。該当するものに○をつけ

てください 

 

Ｑ３．主要な専門科目における受講者人数は何名ですか？ 

①１５人未満  ②１５～３０人  ③３０～４５人   

④４５人以上（具体的な人数   人） 

 

Ｑ４．主要な専門科目の授業への出席率はどれぐらいですか？ 

①７０％未満（具体的な数値     ％）  ②７０～８０％ 

③８０～９０％  ④９０％以上 

 

Ｑ５．主要な専門科目の課題の提出率はどれぐらいですか？ 

①７０％未満（具体的な数値     ％）  ②７０～８０％  

③８０～９０％  ④９０％以上 
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Ｑ６．授業中以外に学生は質問や学習相談に来ますか？ 

①多くの学生が積極的に質問や学習相談に来る 

②数は少ないが、質問や学習相談に来る 

③個別に指導の必要な学生を呼び出している 

④学生から来ることもないし、呼び出しも行わない 

 

Ｑ７．望む進路に進めた学生にはどのような特徴がありましたか？（複数回答可） 

①成績優秀 ②不断なく日々努力している ③目標が明確である ④社会的関心が強い 

⑤あいさつができる ⑥気配りができる ⑦積極性を持っている ⑧明るい・元気、 

⑨時間や期限を守る ⑩約束やルールを守る ⑪報告・連絡・相談ができる 

⑫その他（                                 ） 

 

 

Ｃ ジェネリックスキルについて、お尋ねします。該当するものに○をつけてくださ

い。 

※ジェネリックスキルとは、おもに「自己管理」、「（個人の）時間管理」、「自立（自律）」、「チームワーク」、「工程管理」、「コ

ミュニケーション力」、「柔軟性」、「創造性」、「論理的思考力」、「批判的思考力」など、さまざまな状況のもとで適用でき

る高次のスキルのことを指します。 

 

Ｑ８．「ジェネリックスキル」という言葉を知っていますか？ 

①聞いたことがあり、どのような内容か知っている 

②聞いたことはあるが、具体的な内容は知らない 

③名前は知らなかったが、内容は知っている 

④内容も名前も知らない 

 

Ｑ９．上位学年の専門教育を行ううえで、ジェネリックスキルを養成する講座は必要ですか？ 

①必要性を強く感じる ②必要である ③必要性をあまり感じない ④必要ではない 
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Ｑ10．ジェネリックスキル養成講座を実践していますか？ 

①実践している ②実践に向けて準備中 ③実践するか検討中 ④実践する予定はない 

 

Ｑ11．ジェネリックスキルを養成するにあたり、基礎的な力としてリテラシーの必要性も言われ

ます。次の中から特に弱いと思われるものは、どれだと思いますか？ 

①話す   ②書く   ③聴く   ④読む   ⑤調べる   ⑥まとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにご回答いただきまして、誠にありがとうございました。 
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◇学生用アンケート◇ 

学生用アンケートは、ジェネリックスキルに関する意識調査を中心に、学習姿勢に関する質問

を設定した。各質問に対する回答は次の通りである。 

 

Ｑ１．１週間で行う授業外学習について 

[ｎ＝664] 

１時間以上学習している割合の合計は、 

55％以上になるが、反面、「①１時間未満」も

43.7％であり、学習習慣の 2 極化がみられた。 

 

 

 

 

 

Ｑ２．社会的関心を何で得ているか 

（上位３つの優先順位）[ｎ＝800] 

もっとも多いのは「②ＴＶニュース」であり、

次いで「③ＳＮＳ」、「④ポータルサイト」であ

る。また、「①新聞」を 3位に挙げた回答も多

かった。 

 

 

 

 

 

Ｑ３．調べものをするときの手段は何か 

（上位３つの優先順位）[ｎ＝800] 

「③インターネットで検索」が圧倒的な回答

率である。次いで「①友人に聞く」、「②教員に

聞く」と続く。インターネット環境が充実して

いるためか、「⑤図書館で調べる」の回答はほ

とんどなかった。 
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Ｑ４．「ジェネリックスキル」という言葉  

について[ｎ＝800] 

｢④内容も名前も知らない」が 73.6％、「②聞

いたことはあるが内容は知らない」が 19.5％で、

「知らない」と答えた回答は合わせて 90％以上

となり、学生はほとんど知らないようである。 

 

 

 

 

 

Ｑ５．ジェネリックスキル養成講座の必要性に

ついて[ｎ＝800] 

「②必要である」が 53.5％でもっとも多く、

「①必要性を強く感じる」も 24.3％であり、大

半は必要性を感じている。しかし、約 22％はジ

ェネリックスキル養成の必要性を感じていな

い。 

 

 

 

 

Ｑ６．自分が特に弱いと思うリテラシーについ

て[ｎ＝800] 

もっとも弱いと感じている項目は、「①話す」

で 40.4％であった。次いで、「⑥まとめる」が

22.9％、「②書く」が約 13％と続く。 
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クラウド・スマートデバイス時代のＩＴビジネスクリエータ育成における 

ジェネリックスキル養成の教育プログラム開発に向けてのアンケートのお願い 

 本アンケートは、「ITビジネスクリエーター養成を目的とした学科・専攻・コース」またはそれに準ずる学科・

コースに在籍する学生の皆さんにご回答をお願いしています。以下の各質問のうち、それぞれ該当するもの

に、○をつけてください。 

(注)ＩＴビジネスクリエータ：ICT の先端技術（クラウドコンピューティングやスマートデバイス等）がビジネスの世界を変

えていく原動力であることを理解し、適用分野と ICT をうまくマッチングして利便性の高いシステム提案・構築ができる人

材 

 

【あなたが在籍する学科（専攻・コース）の名称と学年】 

                                            

 

 

Ｑ１．授業外学習は１週間でどれぐらい行っていますか？  

①１時間未満  ②１～２時間  ③２時間以上 ④５時間以上 

 

Ｑ２．社会的関心を何で得ていますか？（上位３つの優先順位を教えてください） 

①新聞 ②ＴＶニュース ③ＳＮＳ ④ポータルサイト ⑤その他（        ） 

１位      ２位      ３位      

 

Ｑ３．調べものをする時にどの手段を選びますか？（上位３つの優先順位を教えてください） 

①友人に聞く   ②教員に聞く  ③インターネットで検索する  

④辞書・辞典で調べる  ⑤図書館で調べる  ⑥その他（          ） 

１位      ２位      ３位      

 

Ｑ４．「ジェネリックスキル」という言葉を知っていますか？ 

①聞いたことがあり、どのような内容か知っている 

②聞いたことはあるが、具体的な内容は知らない 

③名前は知らなかったが、内容は知っている 

④内容も名前も知らない 

※ジェネリックスキルとは、おもに「自己管理」、「（個人の）時間管理」、「自立（自律）」、「チームワーク」、「工程管理」、「コ

ミュニケーション力」、「柔軟性」、「創造性」、「論理的思考力」、「批判的思考力」など、さまざまな状況のもとで適用できる

高次のスキルのことを指します。 

 

学生用 
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Ｑ５．上位学年の専門教育を行ううえで、ジェネリックスキルを養成する講座は必要です 

か？ 

①必要性を強く感じる ②必要である ③必要性をあまり感じない ④必要ではない 

 

Ｑ６．ジェネリックスキルを養成するにあたり、基礎的な力としてリテラシーの必要性も言われ

ます。次の中から自分が特に弱いと思われるものは、どれだと思いますか？ 

①話す  ②書く  ③聴く  ④読む  ⑤調べる  ⑥まとめる 
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２．情報系専門学校へのヒアリング 

 

【対象校と訪問日時】 

「ジェネリックスキル」に関する学校（ならびに学生）アンケート調査ではわかりにくい、

学生の行動や各学校の取り組みなど実情を調査するため、実際に訪問をし、授業見学とヒアリ

ングを行った。今回訪問に協力をいただいた学校・学科および各学科の特徴は以下の通りであ

る。 

 

１）吉田学園情報ビジネス専門学校 スマートフォン・クラウド学科（２年制） 

全国の情報系専門学校の中で、「クラウド」を学科名称に使用している唯一の学科である。

社会ニーズやめまぐるしく進展するクラウド開発に対応できるよう、カリキュラムには企業

と連携したアプリ開発等の授業を組み込むなど実践的プログラムを配置し、卒業後は即戦力

として活躍できる人材の育成を行っている。 

〔訪問日時〕 平成 26 年１月 28 日 10:00 ～ 15:00 

〔訪 問 者〕 青柳里、小室弘毅、米津明人 

〔対 応 者〕 菅野崇行 

 

２）日本電子専門学校 情報ビジネスライセンス科（２年制） 

汎用性の高い ICT スキルを身に付けられるよう、日本マイクロソフト社と連携したカリキ

ュラムとインターネット上のクラウド環境を利用した教材等を利用して授業を行っている。

また「社会人基礎力」を意識したキャリア教育も重点的に行っている。 

  〔訪問日時〕 平成 26 年１月 16 日 13:00 ～ 16:00 

  〔訪 問 者〕 青柳里、鈴木孝昌、米津明人 

  〔対 応 者〕 古賀稔邦、谷口英司 
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３）静岡産業技術専門学校 みらい情報科（４年制） 

高度専門士の養成と帝京大学との提携による学位取得が可能なカリキュラムが特徴である。

授業科目数は、他の専門学校と比較すると多く設定されているほか、柔軟な発想力や社会人

に必要なヒューマンスキル養成を意識した科目等が充実している。 

  〔訪問日時〕 平成 26 年１月 20 日 12:00 ～ 15:00 

  〔訪 問 者〕 青柳里、鈴木孝昌、米津明人 

  〔対 応 者〕 三上慎太郎、水野信也 

 

４）トライデントコンピュータ専門学校 高度情報学科（３年制） 

３年制でありながら高度専門士と同レベルのスキル養成を行っている。マイクロソフトや

オラクル、LPI などの IT ベンダーが提供するカリキュラムを積極的に導入している。 

  〔訪問日時〕 平成 25 年 12 月２日 9:00 ～ 13:00 

  〔訪 問 者〕 青柳里、高尾智士、吉見直倫、米津明人 

  〔対 応 者〕 佐藤浩一、橋本祐史 
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【調査手法】 

 大きく分けて２つの調査を行った。 

 

Ⅰ．教員へのヒアリング 

授業見学の前後に、学校全体や対象学科の具体的な取り組み、教員から見た学生の状況につ

いて、半構造化インタビューを行った。同時に、企業や社会が求める人材育成に向けての活動

や意識についても伺った。 

 

Ⅱ．授業見学 

一般教養科目やキャリア教育科目など、敢えて専門ではない科目を中心に見学した。日常

的に使う言葉での学習（活動）状況や学生の理解度、授業姿勢やグループワークへの参加状

況を観察した。また、全体的な学習環境や個別の教室環境についても見学した。 

 

 

 

【調査結果の報告】 

① 学校独自の取り組み 

今回訪問させていただいた専門学校は、それぞれ先進的で特徴的な取り組みを行っている

ため、クラウド等の専門教育ならびにジェネリックスキル養成に関するアプローチは各学

校・学科で異なっていた。一方、企業の要請や時代ニーズに即した人材育成については、４

校すべてに共通した活動や意識があるように見受けられた。 

それぞれの学校・学科の強みを活かしたプログラムとして特徴的な内容について、以下の

通り報告する。 
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１）吉田学園情報ビジネス専門学校 スマートフォン・クラウド学科 

    入学直後に新入生合宿が開かれている。そこでは学校生活全般における姿勢づくりについ

ての説明が行われており、挨拶などのコミュニケーション力は学生に自然な形で浸透してい

た。 

授業では多くの演習科目やキャリア科目において、社会で必要となる工程管理などの実践

教育が施されていた。このようにジェネリックスキルを活かした PDCA を意識させるプログ

ラムが有機的にカリキュラム内に設定されており、学生の主体的な「学び」が重視されてい

た。 

 

 

２）日本電子専門学校 情報ビジネスライセンス科 

    グループワークを前提とした授業や学校での活動が多数行われ、学生が主体的に学ぶ姿勢

は定着していた。また教員も、課題への取り組みにおいて効果的な活動となる提案など、学

生からの声を授業運営に反映させるといった、学生の主体性を尊重し伸ばすための柔軟な体

制が整えられていた。 

また、キャリア教育に関しては、当該科のカリキュラムは大変充実していたが、学校全体

としても各科目や学校生活のすべてをキャリア教育の場と位置づけていた。さまざまな学習

や活動が人材育成の場となるよう、学生に配布する「学園生活ガイド」や「就職活動用の手

帳」には、社会人基礎力を伸ばすための具体的なガイド等が丁寧に示されていた。 
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３）静岡産業技術専門学校 情報みらい科 

１年生から４年生まですべての学年において、一般科目群に「コミュニケーション活動」

科目を配置し、各年次に応じた活動が行われていた。授業での取り組み成果を発表する機会

に企業を加えるなど、外部からの評価を受けることで実践的な視点を養成していた。 

また、授業で身に付けた知識や技能の成果は授業や学校内で留めるのではなく、早い段階

から学会や研究の発表、各種コンテストへ積極的に参加させており、授業外での活動による

ヒューマンスキル養成も多彩で充実していた。 

さらに、異なる学年のメンバーで構成するプロジェクト演習の取り組みや、下位学年の通

信課程のレポート指導に上位学年が主体的に関わるなど、他学年が交流する機会が随所に設

けられ、あらゆる機会でジェネリックスキルやヒューマンスキル養成への工夫が施されてい

た。 

 

 

４）トライデントコンピュータ専門学校 高度情報学科 

１年生よりグループで取り組むプロジェクト制作を行っていた。学生主体のこの演習は、

プランニングから作業分担、工程管理等までを行わせていた。トライ＆エラーを繰り返し経

験し、しっかりとふりかえりを行いながら、なかでもエラーから得るものが大きいというこ

とを、学生に実践を通して学ばせる授業が展開されていた。 
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② 見学者から見た学生の動き 

  授業への参加姿勢は概ね良好で、教員の話なども真面目に聞いている様子であった。提

示された課題に対して取り組む姿勢も極めて前向きで集中度も高く、するべきことがわか

っている学生が大半を占めていた。しかし、教員の話や板書を積極的にメモに取る様子は

見受けられなかった。 

また、少人数での話し合いやグループワークについては、スムーズに行われている場合

もあるが、教員の具体的な指示やアドバイスがないと、自らの作業や思考のみに没頭する

という一面も見受けられた。なかでも、抽象的なテーマを与えられた場合には、その傾向

が強いように思われた。段階を踏んで思考していく訓練が不足しているのか、一足飛びに

答えを求めようとし、結果的に思考停止もしくは堂々巡りに陥ってしまっているのではな

いか、という印象を受けた。 

 

 

③ 学習環境等 

どの学校も１クラス 20 名程度の少人数教育を実践しており、教員が学生に対して個別か

つきめ細やかな対応が可能となっていた。よって、学生からの教員に対する信頼は厚く、

両者の関係性は密であると感じられた。 

 

 



２８ 

 

【まとめ】 

  今回訪問した４校は、ICT 教育においてそれぞれの強みを生かしながら先進的な取り組みを

行っている。各学校でジェネリックスキルの位置づけは異なり、カリキュラムの一部に取り入

れている場合もあれば、学校全体の教育の柱の一つとして位置づけている場合もあり、その取

り組みは一様ではなかったが、ジェネリックスキル育成においての意識は高いものであった。

いずれも明確な目標と迅速かつ柔軟な対応をもって、学生の主体性や自律性を養う姿勢は共通

していた。 

  最後に、校務多忙の中、長時間にわたり懇切丁寧に対応くださったご担当の先生方へ、この

場を借りて心より御礼申し上げます。 
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３．ジェネリックスキル養成調査 

 

【調査内容】 

 Ⅰ．ジェネリックスキルの必要性について 

－現代生活や情報化社会における IT事情と教育の現状より－ 

  ＜参考＞ 

・『IT 人材白書 2013』 独立行政法人 情報処理推進機構 IT 人材育成本部編 

 

 Ⅱ．ジェネリックスキル等に関する国内外の動向について 

   ―海外事例研究紹介および国内動向の紹介― 

  ＜参考＞ 

  ・『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について』中央教育審議会答申 平

成 23 年 1 月 31 日 

・神戸大学論集 第 12 号 2007 年 3 月 31 日 

・平成 19―21 年度科学研究費補助金基礎研究（B）課題番号 19330190 

・文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/023/toushin/04012801.htm 

・専修学校の専門課程における職業実践専門課程の認定に関する規程(平成 25 年文部科学大

臣告示第 133 号）http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1339272.htm 

・全国専修学校各種学校総合連合会 http://www.zensenkaku.gr.jp/news/view.cgi?61 

 

http://www.zensenkaku.gr.jp/news/view.cgi?61
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①ジェネリックスキルの必要性について 

－現代生活や情報化社会における IT事情と教育の現状より－ 

 

 本報告は、将来の IT 技術者に対し求められるジェネリックスキル養成の必要性や重要性につい

て、現代生活や情報化社会における IT 事情と教育の現状より調査・分析したものである。この調

査にあたっては、独立行政法人情報処理機構『IT 人材白書 2013』を活用した。 

 同白書では、業種や企業規模によって今後の事業展開および必要となる人材は異なるが、全体

として 2009 年より IT 人材は不足に転じており、一部の業種を除き「量」、「質」ともに不十分な

状況で、その要因は多様であるとの指摘がなされている。 

その要因を具体的にみてみると、1 つめに現代の社会生活におけるクラウドコンピューティン

グや仮想化技術、スマートフォンやタブレット端末への注目度や普及率の高さが挙げられ、これ

らの影響を受けて WEB サービスは急速に拡大と多様化している。2 つめは、産業や社会におけ

る IT 技術による役割の拡大が挙げられ、これまで IT 技術を必要としなかった業種へ拡がりをみ

せている。3 つめは、IT 技術の高度化に対し、企業側の IT 人材育成は教育費用や育成システム

等の課題があり、スムーズな育成がなされていない。4 つめは IT 技術者に求められる役割・スキ

ルが「つくる」から「つかう」など、IT 現場の質的変化も挙げられている。したがって、多くの

現場では適正な IT 技術者を配置できていない。 

そこで IT 技術者には環境変化を意識し、自己研鑽を継続して行えるマインドが必要とされる。

そのほか、顧客（業務）に対する分析力も挙げられている。特に B to C で進める業務には、企画

から開発、サポートまでを短期間かつ少人数チームで一貫して行うことが多いため、マネジメン

ト能力、技術、スピード感、協調性などが強く求められる。実際、新卒採用時に重視される観点

としても「コミュニケーション能力」、「主体性・積極性」、「チームワーク・協調性」、「成長志向

である」が挙げられている。 

このような現状を受け、産業界は教育で重視して欲しい項目の上位に「コミュニケーション能
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力」、「問題解決能力」、「文章力・文書作成能力」、「チームワーク・協調性」、「プログラミング技

術」を挙げている。また教育機関も社会変化を考慮して、これら 5 項目を近年重視する意識が高

まっており、産業界と教育界の認識は共通してきたと同白書は指摘している。産学連携の動きに

ついては近年活発になっているとのことで、その活動状況をみてみると「インターンシップの実

施」（30.5％）、「スポット的な特別講義、講演」（11.5％）、「共同研究」（7.3％）が挙げられてお

り、半数近くが何らかの形で産学連携を進めている。一方で「何も行っていない」（45.4％）とい

う答えも半数近くあった。 

したがって、これからの IT 技術者は上述したように、たんなる技術の獲得だけでなく多様なス

キルが要求されている。そのため IT 人材を輩出する教育現場では、専門知識や技術以外も育成し

なければならないのだが、各教育機関の入学者の質の水準についてみてみると、半数以上は（最

近の 2～3 年で）「変化していない」と答えているものの、「下がっている」という答えも 4 割にの

ぼる。下がっている要因の上位は、1 位「理数系の学力」、2 位「国語力を含む基礎学力全般」、3

位「勉強に対する意欲・積極性」であり、専門性を高めるための素養が足りないと認識している。

知識や技術を実践的に活用するためのジェネリックスキル養成は全体的に不足していると言える

だろう。さらに専門学校においては、同列 3 位に「他人とのコミュニケーション能力」も挙がっ

ている。8 割の専門学校は「卒業後すぐに産業界で活躍できる即戦力人材の輩出」を教育目標と

し、実践的な教育を中心としたカリキュラム体系となっているが、ともに業務を遂行するチーム

の一員として、また対顧客においても自立した IT 技術者として活躍するためには、専門知識・技

術を身に付けることと同レベルでジェネリックスキルを養成することが喫緊の課題であると思わ

れる。 

 

＜参考＞ 

『IT 人材白書 2013』 独立行政法人 情報処理推進機構 IT 人材育成本部編 

 



３２ 

 

②ジェネリックスキル等に関する国内外の動向について 

  ―海外事例研究紹介および国内動向の紹介― 

 

１．はじめに 

 

 平成 23 年の中央教育審議会による答申（※1）では、「学校教育と職業や人材育成との連関は、

我が国において、時代の変遷の中で繰り返し議論されてきたように、非常に重要な課題である。

特に近年、『若者の社会的・職業的自立』や『学校から社会・職業への移行』を巡る様々な課題

が見受けられる。また、グローバル化や知識基盤社会の到来、産業構造・雇用慣行の変化等によ

る、教育、雇用、労働を巡る新たな課題も生じている」と述べられている。 

 上で挙がっている「学校教育と職業や人材育成との連関」「若者の社会的・職業的自立」「学

校から社会・職業への移行」を進め、学校という場で身につけた知識を社会で活用するためには、

児童、生徒、学生が自分のキャリアについて考え、職業人として社会進出を果たし、自立してい

くためのスキルの醸成が必要と考えられる。 

 ここでは、そのためのスキルの醸成に不可欠となる、キャリア教育に関する国内外の動向につ

いての紹介を行っていく。 
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２．海外事例研究の紹介 

 

 はじめに、「グローバル化」に焦点を当てることを目的として、海外事例研究の紹介を行う。

『大学教育とジェネリックスキルの獲得―ジェネリックスキルをめぐる各国の動向と課題―』（※

2）において、吉原惠子氏はイギリス、アメリカ、オーストラリアにおけるジェネリックスキルを

めぐる動向と、我が国の動向との比較を行っている。この中で吉原氏は、ジェネリックスキルを「国

や時期により表現や用法は一様ではない。たとえば、転移可能な技能 transferable skills や雇用可能

性を高めるという意味で employability skills という言葉も用いられている～中略～労働の場で必要

な技能よりも責任感や価値観、倫理観といった個人技能に属する要素を多く取り込んでいる国もあ

る」としている。 

 『学士課程教育のアウトカム評価とジェネリックスキルの育成に関する国際比較研究』（※3）で

は、杉本和弘氏が『オーストラリア高等教育におけるラーニングアウトカム重視の質保証』を、吉

田武大氏が『アメリカにおけるラーニングアウトカム評価の現状』を、それぞれ論じている。併せ

て海外事例の報告として、川嶋太津夫氏が『ジェネリック・スキルとアセスメントに関する国際的

動向』を、濱名篤氏が『ジェームス・マディソン大学における教育の成果についての評価』を、杉

本和弘氏が『南オーストラリア大学（UniSA）における「大卒者特性」の設定と測定』を、香川順

子氏が『教養教育におけるコース・ポートフォリオを用いたアウトカム・アセスメントの事例』を、

松村直樹氏が『イギリスにおけるキャリアサービスの現状』を、それぞれ挙げている。 

 以上のように、ジェネリックスキルをめぐる国際的な動向については、多くの研究者によって様々

な研究や調査報告が行われている。 

 しかし、これらは高等教育、なかでも大学におけるジェネリックスキルの位置づけ、取り組み、

評価方法等に関するものが大半を占めており、それ以外の場における取り組みについては、現時点

では特筆すべきものがないのが現状である。 
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３．国内動向の紹介 

 

 吉原氏は先の論の中で、ジェネリックスキルが求められる理由として「諸外国では知識基盤社

会における国際経済力の確保を背景とした大学の質保証の意味合いが強い」としたうえで、「日

本では、各省によってスタンスが異なる」（※2）としている。そこで、次に我が国におけるジェ

ネリックスキルの獲得に対するスタンスに関連した流れを、文部科学省の取り組みを例に挙げ紹

介する。 

 先に挙げた答申（※１）の中では、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特

別支援学校、大学、高等専門学校、専修学校（専門課程、高等課程）の各学校段階、また、初等

中等教育及び高等教育を通じて、組織的・体系的にキャリア教育・職業教育を行う必要性及びそ

の方途」が述べられており、「幼児期の教育から高等学校まで体系的にキャリア教育を進めるこ

と、その中心として、基礎的・汎用的能力を確実に育成する」ことが「キャリア教育」の基本的

方向性として、挙げられている。ここでは、ジェネリックスキルの獲得が要請されていると考え

られる。 

 前述の答申、「教育振興基本計画（平成 25 年 6 月 14 日 閣議決定）」及び「「職業実践専門

課程」の創設について（平成 25 年 7 月 12 日 専修学校の質保証・向上に関する調査研究協力者

会議報告）」における提言等を踏まえ、「専修学校の専門課程における職業実践専門課程の認定

に関する規程（平成 25 年文部科学大臣告示第 133 号）」が平成 25 年 8 月 30 日に公布・施行され

た。 

 その目的は「専門課程のうち、企業その他関係機関との連携の下、当該課程の目的に応じた分

野における実務に関する知識、技術及び技能を教授し、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を

育成することを目的とするものを「職業実践専門課程」として文部科学大臣が認定することによ

り、専門課程における実践的な職業教育の水準の維持向上を図り、もつて生涯学習の振興に資す

る」（※5）とある。また、この中では、「教員の資質向上」や「学校評価及び情報提供について」

言及されており、「職業教育」とともに「学びの質の保証」を狙ったものとなっている。 
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 これに先がけて、文部科学省は平成 17 年 9 月 9 日「専修学校の専門課程の修了者に対する専門

士の称号の付与に関する規程」により、修業年限４年以上等の一定の要件を満たす専門課程の修了

者に対し、「高度専門士」の称号を付与する制度を創設している。 

 それにともない、平成 18 年 3 月 22 日には文部科学省生涯学習政策局 生涯学習推進課専修学校教

育振興室の事務連絡において、専門士の英語表記が technical associate から Diploma に変更されたこ

とが発表された。 

 この事務連絡の中には、「『高度専門士』の英文表記を定めるに当たっては、国際的に通用する

ものにするとの観点から、有識者やネイティブの方々の意見を伺った上で、広く諸外国において用

いられている diploma の語を用い、『Advanced Diploma』といたしました。また、これにあわせて、

従来『technical associate』としてきた専門士の英文表記について も見直すこととし、『Diploma』と

いたしました。なお、これら英文表記については、文部科学省告示等として正式に定めるものでは

なく、当室において事務的に定めるものでありますが、今後各種のパンフレット・ 白書の英訳版等

の刊行物において統一的に用いていく予定です。」（※6）と記されている。 

 以上のことから、「専門士」および「高度専門士」の称号を、グローバル化に合わせ、国際的に

通用するものとしていくことを目指す姿勢が見て取れる。 

 これらの文部科学省の動きは、職業教育の重要性を踏まえた高等教育を展開していくこと、そ

して国外で進められているジェネリックスキル獲得に向けた実践を意識し、グローバル化に合わ

せた展開を我が国も進めていくためのものとして見て取ることができる。 
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＜参考＞ 

※1 『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について』中央教育審議会答申 

 平成 23 年 1 月 31 日 

※2 神戸大学論集 第 12 号 2007 年 3 月 31 日 

※3 平成 19―21 年度科学研究費補助金基礎研究（B）課題番号 19330190 

※4 文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/023/toushin/04012801.htm 

※5 専修学校の専門課程における職業実践専門課程の認定に関する規程（平成 25 年文部科学大 

臣告示第 133 号）http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1339272.htm 

※6 全国専修学校各種学校総合連合会 http://www.zensenkaku.gr.jp/news/view.cgi?61 

 

なお、上記 URL に関しては 2014 年 2 月 1 日に確認したものである。 

 

http://www.zensenkaku.gr.jp/news/view.cgi?61
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１．はじめに 
 

 

 

ジェネリックスキルとは  

産業構造が変化し、現在、21 世紀型人材育成が必要とされている。この状況を受けて、文部科

学省からは「学士力」、経済産業省からは「社会人基礎力」といった人材育成項目が提出されてい

る。このような人材育成項目は、海外においてもさまざまな名称で語られているが、総称して「ジ

ェネリックスキル」と呼ばれることが多い。 

 ジェネリックスキルとは、おもに「自己管理」、「（個人の）時間管理」、「自立（自律）」、「チー

ムワーク」、「工程管理」、「コミュニケーション力」、「柔軟性」、「創造性」、「論理的思考力」、「批

判的思考力」など、さまざまな状況のもとで適用できる高次のスキルのことと一般的に理解され

ている。 

 

 

 

講座主旨 

 本講座は、こうしたジェネリックスキルを養成することを目的としている。とりわけ、「チーム

ワーク」、「工程管理」、「コミュニケーション力」、「創造性」、「批判的思考力」に着目し、具体的

なプログラムを提供するものである。そのために、さまざまな課題に対して学生同士がチームを

つくって主体的に取り組めるよう設計されている。  
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チームをつくる意図 

 チームをつくる意味は、協働でミッションに取り組むことによって、元来、一人ではなしえな

かったものを生み出すことである。チーム活動を通して、「チームワーク」、「工程管理」、「コミュ

ニケーション力」、「創造性」、「批判的思考力」を養成することを意図している。たんに複数の人

間が集まって作業を行う、グループによるいわゆる班活動とは異なり、チームでの活動ではメン

バー全員が有機的に連携し、より高い成果を生み出すことが可能になる。そのことにより、上記

の能力がより効果的に養成されると判断した。 

 

 

 

教員の姿勢 

 班活動ではなくチームとして学生を活動に取り組ませるため、教員は教えること以上に、ファ

シリテーターとしての役割を担うことが重要となる。教員は当然レクチャーも行うが、それは最

小限にとどめ、多くの時間を黒子に徹することが必要となる。本講座では学生が主役であること

をつねに意識して行動してほしい。 

 

 

 

マニュアル運用の仕方 

 本マニュアルは、全 15 講を通じ、上記の目的を実現できるよう設計されている。プログラムを

作成するにあたり、アンケート調査の結果や、協力を得たいくつかの学校の取り組みを反映させ

た。したがって、基本的には汎用性があるが、各校の事情に応じて弾力的に運用することも可能

である。マニュアルも弾力的運用が可能となるよう工夫を施している。 

ジェネリックスキル養成講座を実施するにあたり、参考にしていただきたい。 
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２．基本用語集 
 

 

 

◇チーム 

 共通の目標に向けてともに作業に取り組む集団のこと。このマニュアルでは３人以上を「チー

ム」と呼ぶことを前提としている。たんに複数の人間が集まって作られる「グループ」「班」とは

異なるものとして本マニュアルでは位置づけている。 

 

 

 

◇ファシリテーター 

 チームでの議論等の状況を見ながら、チーム作業の充実のためのプログラムを進めていく人。

チーム作業に関する「正解」をたんに教えることだけではなく、学生の主体的な学びを引き出す

ことにより、チーム作業を支援することが求められる役割である。 

 

 

 

◇ピア 

 共通の目標に向けてともに作業に取り組む少人数の集団のこと。このマニュアルでは２人を前

提としているが、教室の状況に応じて、３人としてもよい。 

 

 

 

◇アイスブレイク 

 教室全体やチームのメンバーの緊張をほぐし、作業しやすい雰囲気を作るための取り組み。 
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◇レクチャー 

 各講での獲得スキルや、今後の学習の姿勢などについて教員が講義すること。 

 

 

 

◇身体的コミュニケーション 

 言葉を交わす部分とは別に、身体を活用することにより、互いの意思疎通を図ること。話し手

の目を見て聴く・うなずきながら聴く、など。 

 

 

 

◇ブレインストーミング 

 テーマについての意見を自由に出し合うことにより、発想を拡げることを図る討論の形式。 

 

 

 

◇オズボーンの４原則 

 ブレインストーミングを行う際の原則。以下の４つがある。 

・「批判や評価をしない」（判断延期） 

・「斬新なアイデアを重視する」（自由奔放） 

・「あらゆる意見を歓迎する」（質より量） 

・「アイデアをつなげたり、変化させたりする」（結合改善） 
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◇ＫＪ法 

 文化人類学者・川喜田二郎が考案した情報の整理法。情報をカード化し、いくつかのグループ

に分類することで、テーマについての分析や考察を深めていく。 

 

 

 

◇批評 

 意見やレポートなどの成果物について、その問題点や評価できる点を指摘すること。たんに意

見や成果物を否定・批判するものではない点に留意したい。 

 

 

 

◇リフレクション 

 課題への取り組みやその成果について、学生自身でふりかえること。作業に取り組む上での改

善点や、今後も継続して実行すべきことに、学生自らの気づきを促す。 

 

 

 

◇ルーブリック 

 学修目標の達成レベル別に示したもの。本講座では、それぞれの到達度や成長度合いを学生自

身に自己評価させる目的で作成した。教員による成績評価と直結するものではない。 
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３．シラバス 

 
内容 目的 

活動 

形態 
主な獲得スキル 

第１講 ロールプレイの実施 
メモをとることの必要性、身体的姿勢の意

識づけを行う。 
ピア 

メモ 

身体的コミュニケーション 

第２講 発想の拡げ方 
ブレインストーミングを体験し、その手法

を理解する。 
チーム アイデアの発想法 

第３講 発想の体系化 
ブレインストーミングで出た意見を体系

化する。 
チーム 情報の集約・整理 

第４講 報告書の作成 
取材を行い、その内容を報告書にまとめ

る。 
ピア 報告書の作成 

第５講 調査と報告Ⅰ 
テーマについて調べ、それをもとに発表内

容を考える。 
チーム 調査 

第６講 調査と報告Ⅱ 
発表を聞いて、報告書を作成する。自チー

ムの発表についてふりかえりを行う。 
チーム 

マナー 

リフレクション 

第７講 工程表の作成 
今後の作業の全体像をとらえるとともに、

工程管理の重要性を学ぶ。 
チーム 工程の管理 

第８講 プレゼンテーション 
発表時間を意識したプレゼンテーション

を行う。 
チーム 

プレゼンテーションの仕方

（時間の管理） 

第９講 

プレゼンテーションの

ふりかえりと工程表の

見直し 

第 8講のふりかえりを行い、作業工程につ

いて見直し修正する。 
チーム リフレクション 

第 10講 
ビジュアル・プレゼン

テーションⅠ 

新しいアイデアを考え、見せ方を重視して

まとめる。 
チーム 

プレゼンテーションの仕方

（見せ方） 

第 11講 
ビジュアル・プレゼン

テーションⅡ 

見せ方を意識したプレゼンテーションを

行う。 
チーム 

プレゼンテーションの仕方

（見せ方） 

第 12講 

プレゼンテーションの

ふりかえりと工程表の

見直し 

第 10～11 講のふりかえりを行い、工程表

の再修正を行う。 
チーム リフレクション 

第 13講 
最終プレゼンテーショ

ンⅠ 

与えられたテーマについて内容を検討す

るとともに、発表の仕方についても検討す

る。 

チーム 意見調整 

第 14講 
最終プレゼンテーショ

ンⅡ 

パワーポイント等の発表ツールを作成す

る。 
チーム 

プレゼンテーションの仕方

（総合） 

第 15講 

最終プレゼンテーショ

ンⅢと全体のふりかえ

り 

最 終 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 う 。                                                                                  

第 13～15 講および本講座全体について、

ふりかえりを行う。 

チーム リフレクション 
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【本講座の目的】 

コミュニケーション力を高めるためのスキル養成 

 

 

【本講座を通しての獲得スキル】 

◎講座全体を通して獲得をめざすスキル 

 傾聴  

 課題発見  

話し合い  

 協働  

社会人の責任  

 

◎各講の中でとくに意識させるスキル 

メモをとる・・・第１講 

 身体的コミュニケーション・・・第１講 

アイデア発想法を身に付ける・・・第２講、第 10 講 

 情報の集約・整理・・・第３講 

報告書の作成・・・第４講 

調査・・・第５講 

 マナー・・・第６講 

 リフレクション・・・第６講、第９講、第 12 講、第 15 講 

工程の管理・・・第７講 

 プレゼンテーションの仕方（時間の管理）・・・第８講 

 プレゼンテーションの仕方（見せ方）・・・第 10 講、第 11 講  

 意見調整・・・第 13 講 

 プレゼンテーションの仕方（総合）・・・第 14 講 
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クラウド・スマートデバイス時代の ITビジネスクリエータ育成の教育プログラム開発 

 

ジェネリックスキル養成

授業マニュアル 
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＜第１講＞ ロールプレイの実施 

授業形態：ピア  

 教材：ワークシート（「第１講 ロールプレイの実施」） 

獲得スキル：（前半）メモ 

 （後半）身体的コミュニケーション  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．ワークとレクチャー  

①作業の説明 

配布したワークシートに、読み上げられた文章を書きとめ、絵に再現 

する。 

 

 

②絵や写真を見ているような体裁で文章を読み上げ、メモをとらせる。 

 （ワークシートのオモテ面を使用する） 

 ＜読み上げる文章の例＞ 

「正面の遠くに山が見えます。その山に夕陽が沈んでゆきます。 

山の手前には湖があります。湖には船が一隻浮かんでいます。湖の北側 

にはポストがあります。」 

 

 

 ③メモをもとに絵を描かせる 

 

 

 ④互いの描いた絵を見せ合う 

  具体化した絵の内容が間違っていないか（正確性）、具体化した絵の 

違い（多様性）などを確認させる。 

 

 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

このワークは、アイス

ブレイクの意味合い

もある。このワークを

通じて教員と学生、ま

た学生同士の関係構

築を図る。 

 

文章は板書しない。 

 

サイズや形状を含め

自由な発想で描くこ

とを伝える。ただし、

ワークの課題は多様

性が求められるとと

もに、正確性が求めら

れるものを設定する

必要がある。 

 

左記の文章例の場合、

ポストの位置は湖の

右側にくる。 
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⑤作業結果の見直し／レクチャー 

 ＜レクチャー内容の例＞ 

「指示を聞きながら内容を理解し、その内容を具体化することが大切である。

なぜなら、同じ話を聴いても、自分と他人との考え方（発想）は違うからだ。オ

リジナリティが求められる学習においては、他者との違いは学びの芽となる。ま

た、『なぜだろう？』という探求心が自己成長につながる。さらに、仕事におい

ては、上司、クライアントなどの要求と、こちらの理解した内容が異なっては大

問題となる。そうならないために、つねにメモを取り、互いの意識を適宜確認し

ていくことが必要となる。メモは社会人に求められる重要なスキルである。」 

 

 

 

Ⅱ．ロールプレイ（ピア） 

 ①作業の導入  

自己紹介の準備。 

  持ち時間を決めて、話す内容（一人につき２種類）を準備させる。 

 

 

 ②ロールプレイの実施  

  自己紹介の準備ができたところで、２パターンに分けて紹介を行う 

ことを伝え、実施する。最初は「お互いが目を合わせないパターン」 

で１つ目の内容で発表を、次に「お互いが目を合わせるパターン」で 

２つ目の内容で発表をそれぞれ行う。 

  ＜自己紹介＞ 

  お互いが目を合わせないパターンで相互に発表（例：１分×２人） 

  お互いが目を合わせるパターンで相互に発表 （例：１分×２人） 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

レクチャーをするこ

とで、他者性や社会性

を意識させることが

重要。学生の状況に応

じて、表現や内容を工

夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

教室で教員が学生の

状況をみて、必要であ

れば、自己紹介に何ら

かのテーマを設定す

ることも可（紹介テー

マの例：好きなもの、

高校時代の想い出、出

身地など） 

 

必要に応じて作業中

にアドバイスを行う。 
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③レクチャー 

  ２つのパターンを比べ、相互に感想を話させる（ワークシートのウ 

ラ面を使用する）。 

＜レクチャー内容の例＞ 

「メモをとる姿勢だけでなく、聴く姿勢が重視され、特に目を合わせるなど

の身体的コミュニケーションスキルが重視される。こうした姿勢やスキルは

さまざまな場面で重視されるから、この講座で実践を重ね、習得して欲しい。」 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

  この講の内容をふりかえり、獲得したスキルを明示して意識化する。 

 次回の内容を予告する。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

今後、学生が、自発的

にメモをとったり、身

体的コミュニケーシ

ョンを実践していく

よう促す。 

 

 

 

 

ふりかえりと次回予

告を、各講の最後に行

う。 
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＜第２講＞ 発想の拡げ方 

授業形態：チーム  

 教材：ワークシート（「第２講 発想の拡げ方」） 

獲得スキル：アイデアの発想法  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  メモをとることや聴く姿勢の重要性をふりかえる。 

 

 

 

Ⅱ．ワークとレクチャー  

①作業の説明  

 出来事に関する新聞・雑誌記事を読み上げ、メモをとらせる。 

 

 

 ②作業の実施（ワークシートのオモテ面の上段部分を使用する） 

 

 

 ③互いのメモを見せ合う 

  聴き取ったメモの内容が間違っていないか、などを確認させる。 

 

 

④レクチャー 

＜レクチャー内容の例＞ 

「５Ｗ１Ｈを意識してメモをとり、情報の正確な把握への意識をもって

欲しい。」 

   

 

 ⑤記事をまとめる（ワークシートのオモテ面の下段部分を使用する） 

５Ｗ１Ｈに気をつけながら、読み上げた記事の内容についてまとめる。 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いつ、どこで、誰が、

何を、なぜ、どのよう

に」を意識させること

が で き る よ う な 新

聞・雑誌記事を準備す

る（例：受賞記事、事

件記事、スポーツ記事

など）。 

 

 

 

 

「５Ｗ１Ｈ」を本当の

意味で実践するのは

第４講である。しか

し、このタイミングで

「５Ｗ１Ｈ」とは何

か、を意識させる程度

にとどめておく。 
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Ⅲ．発想を拡げる  

 ①チームをつくる  

  １チームの人数は４人程度が目安。 

 

 

 ②作業の説明  

 テーマから思いついたアイデアをメモしていく。 

＜発想を拡げるテーマの例＞「春」「新年度」など 

 

③作業の実施（ワークシートのウラ面を使用する） 

 ・個人作業（３分程度） 

出てきたアイデアは黒ペンで記入。 

 

 

 ・チームで検証 

各人のアイデアの重なりやズレを確認して、自分が書いていない 

アイデアを赤ペンで記入する。 

 

 ・個人作業（３分程度） 

  他人のアイデアから連想したことを中心に､再度、個人作業を行う。 

ここで出たアイデアは青ペンで記入する。  

 

・個人で検証 

黒字・赤字・青字で記入されたメモを見て、アイデアの数と拡が 

りをふりかえる。 

 

 

・チームで検証 

各人のアイデアを見せ合う。 

  最後に、チーム全員がテーマから思いつくアイデアをあげていき、 

それをメモしていく（５分程度）。 

チームのアイデア数をカウントさせ、その数字をチームごとに報 

告させる。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

テーマは、出てくるア

イデアが多様になる

ものを設定したい。 
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④レクチャー   

＜レクチャー内容の例＞ 

「他者の意見をヒントに得られるアイデアがある。発想が必要とされる

場面においては、自分独りの考えに閉じこもらず、できるだけ他者の意見

にも耳を傾けよう。他者の意見をヒントに多角的な視野をもつことができ

れば、より思考は拡がることになる。ちなみに、今回体験した手法はブレ

インストーミングと呼ばれるものである。」 

 

 

⑤ブレインストーミングの説明  

 ブレインストーミングとは何か、を説明する。  

参考：オズボーンの４原則 

 

 

 

Ⅳ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえり、獲得したスキルを明示して意識化する。 

 次回の内容を予告する。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここまでやってきた

ことがブレインスト

ーミングであること

を伝える。そして、次

講ではブレインスト

ーミングを実施する

ことを予告する。 
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＜第３講＞ 発想の体系化  

授業形態：チーム    

 教材：ワークシート（「第３講 発想の体系化」）／カード（付箋紙など） 

獲得スキル：情報の集約・整理 

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  ブレインストーミングとは何か、をふりかえる。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業の説明（ワークシートのオモテ面を使用する） 

 第２講とは異なるテーマでブレインストーミングを行う。  

 ＜ブレインストーミングテーマの例＞「働く」「お金」など  

出てきたアイデアは全員でメモをとる。 

 

 

 ②ブレインストーミングの実施 

 

 

 ③出てきたアイデアをカードに転記する 

 

 

 ④アイデアが書かれたカードを並べて眺め、分類する 

  「なんとなく」親近感の感じられるカードをいくつかのグループに分 

類する。 

 ｢なんとなく」でまとめられたカードのグループに「見出し」をつける。 

 

 

⑤出てきた｢見出し｣と｢具体例」を、チーム単位で教室全体に報告する 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマは、第２講より

も拡がりが抑制され

るものを設定したい。 
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⑥レクチャー 

＜レクチャー内容の例＞ 

「仕事を進めるにあたり、話し合いなどを通じて出てくる多様な意見や情報

を、集約・整理しなければならない場面は少なくない。適切かつ迅速に情報

を整理できるようになろう。」 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえり、獲得したスキルを明示して意識化する。 

 次回の内容を予告する。 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

ここでの作業は、簡易

的なＫＪ法である。 

 

 

 

 

次回は、「最近起こっ

た出来事の中から、印

象に残ったこと」を互

いに聞き取るという

もの。必要に応じて、

何か気になる出来事

がないか、学生に考え

ておくよう促しても

よい。 
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＜第４講＞ 報告書の作成  

授業形態：ピア    

 教材：ワークシート（「第４講 報告書の作成」）／カード(付箋紙など）  

獲得スキル：報告書の作成  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回までのふりかえり 

  前回のポイントをふりかえる。 

また、第２講で触れた「５Ｗ１Ｈ」についてもふりかえる。 

 

 

 

Ⅱ．ピア作業  

①作業説明 

最近あった出来事の中から、印象に残ったことを聞き出し、その情 

報を報告書にまとめる。 

 

 

 ②取材  

聴き手が相棒に質問を行う形式で、相棒から情報を聞き出し、それ 

をメモしておく（ワークシートのオモテ面の上段部分を使用する）。 

取材時間の例：３分  

 

 

③メモをカード化する 

 前回のスキルをもとに、相棒から聞き取った情報をカード化して整 

理する。 

「５Ｗ１Ｈ」を意識しながらカードをつくらせる。 

 

 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材をするときに、相

手に対して配慮して

いるかどうかに注意

し、適宜アドバイスを

入れる（例：第１講に

おける身体的コミュ

ニケーションを思い

出させる）。 

 

 

 

 

 

 

「５Ｗ１Ｈ」以外に何

か気づいたことはな

いか、注意を促す。 
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④報告書を作成する 

整理した情報を、「５Ｗ１Ｈ」を明らかにし、報告書をつくる（ワー 

クシートのオモテ面の下段部分を使用する）。 

 

 

⑤報告書を相互批評する 

複数のピアが集まり、報告書を相互批評する。 

どのような指摘を受けたか、などをメモさせる（ワークシートのウ 

ラ面の上段部分を使用する）。 

 

 

⑥コメント  

 学生から、どのような指摘を受けたか、を聞き出し、それについて 

教員が適宜コメントする。 

 

 

⑦レクチャー  

＜レクチャー内容の例＞ 

「職場において、顧客に何らかの情報を示す場合、あるいは出張等に関する

報告を行う場合など、報告書を作成し、提出する機会は多く存在する。その

際、必ず５Ｗ１Ｈを明らかにしなければならない。そのためにも、日頃から

５Ｗ１Ｈを意識しておく必要がある。」 

 

 

⑧報告書の修正・提出 

 相互批評・コメント・レクチャーを踏まえ、報告書を修正する 

（ワークシートのウラ面の下段部分を使用する）。 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

  この講の内容をふりかえり、獲得したスキルを明示して意識化する。 

  次回の内容を予告するとともに、スマートフォンや携帯電話、タブ 

 レット類を持参するよう伝える。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

「５Ｗ１Ｈ」以外の観

点で、第三者が読む報

告書に必要なスキル

などを、教員側から示

す。 
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＜第５講＞ 調査と報告Ⅰ  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第５講 調査と報告Ⅰ」）／カード（付箋紙など）  

獲得スキル：調査  

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  前回のポイントをふりかえる。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業説明  

マナーについて調べる。 

次講、調べた内容をチーム単位で発表するので、そのための準備を 

進める。 

  ＜調べるテーマの例：各チーム１テーマ＞ 

  「席次（会議・車など）」「電話応対」「名刺交換」などについて、調 

 べるように指示を出す。 

  次講の発表の形式（教室全体に向けた発表）も伝える。 

 

 

 ②チーム作業  

スマートフォンや携帯電話、タブレットなどを用いて調べる。 

これまでに獲得したスキルを活用し、調べた内容をカード化・整理 

する。 

整理した内容をもとに、発表内容を考える。 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえり、獲得したスキルを明示して意識化する。 

 次回の内容を予告する。 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常は著作権に注意

しながら情報を活用

するよう意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

「持ち時間」「使用可

能なもの」などは教員

が適宜判断。  

 

 

発表を準備するにあ

たり、今回は学生の主

体性を尊重する（本格

的なプレゼンテーシ

ョンスキルを考える

機会は第８講にもあ

り）。 
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＜第６講＞ 調査と報告Ⅱ  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第６講 調査と報告Ⅱ」） 

獲得スキル：マナー ／ リフレクション 

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  今回の報告の形式（「持ち時間」「使用可能なもの」）などを再確認 

する。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業説明  

報告内容を仕上げる。 

報告本番。 

他チームが報告したことについて報告書をまとめる。 

自チームの報告についてふりかえる。 

 

 

 ②チーム作業 

  報告内容の仕上げ 

 

 

 ③報告本番  

  報告する側には、時間を意識するよう促す。 

聴く側には、他チームの報告についてメモをとるよう促す（ワーク 

 シートのオモテ面を使用する）。 

 

 

  

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

報告の形式は、教員が

適宜判断。 

 

 

 

 

作成した報告書は、原

則として回収して、授

業運営に役立ててい

ただきたい。報告書の

内容を成績評価に反

映するかどうかは、教

員が適宜判断。 

 

 

 

 

 

 

聴く側のマナーと報

告側のマナーを意識

させる。 
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④チーム作業 

  他チームの報告について、「５Ｗ１Ｈ」を意識した報告書を作成する 

（ワークシートのウラ面の上段を使用する）。ただし、すべてのチーム 

の報告についてまとめるのは難しいので、１チームに絞り、報告書を作 

成する。 

  自チームの報告について、ふりかえる（ワークシートのウラ面の下段 

を使用する）。 

 

 

⑤レクチャー  

 レクチャー１ マナーの意義や重要性を伝える。 

＜レクチャー内容の例＞ 

「マナーの悪さを理由に、重要な顧客を失うことがある。」 

 

レクチャー２ リフレクションの意義や重要性を伝える。 

＜レクチャー内容の例＞ 

「やってきたことをもう一度見直し、改善点や課題を見つけることをリフレ

クションと呼ぶことがある。職場においても、リフレクションはさまざまな場

面で活用される。例えば、年に一度の恒例行事を運営するにあたり、事前の綿

密な打ち合わせのみならず、事後のリフレクションにも多くの時間を割くこと

になる。こうした積み重ねによって、円滑な行事運営が可能となるのである。」 

 

 

⑥リフレクションを実施する 

 ふりかえりの内容は次の４つ。 

（1）報告に向けて準備するときに、意識したこと・気づいたことの説明。 

（2）報告の制限時間を有効に使うために、意識したこと・気づいたこと 

の説明。 

（3）自分たちが報告するときのマナーについて、意識したこと・気づい 

たことの説明。 

（4）他チームの報告を聴くときのマナーについて、意識したこと・気づ 

いたことの説明。 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レクチャーは２種類

ある。２つ目のレクチ

ャーに切り替わる際

に、内容の変化を学生

に意識させる。 
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Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえり、獲得したスキルを明示して意識化する。 

 次回の内容を予告する。 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

学生がリフレクショ

ンを実施する際に、た

んなる批判や反省に

ならないよう、注意を

促す。 
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＜第７講＞ 工程表の作成  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第７講 工程表の作成」） 

    ワークシート（「第７講 チーム工程表」…チーム用） 

獲得スキル：工程の管理  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回までのふりかえり 

  第１講～第６講までは「動機づけ」。 

  第７講以降は、これまでに獲得したスキルを活用し、演習を行う。 

  第７講以降について、レクチャーを行う。 

＜レクチャー内容の例＞ 

ミッションを遂行する場合、現状の把握（調査）、発想を拡げる（ブレイン

ストーミング）、まとめる（カード化・整理）、発表するなどのスキルが必要

であり、手順を踏んだ作業が求められる。これまで獲得してきたスキルを活

用し、第７講以降のミッションに挑んでほしい。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業説明  

今後の作業の全体像をとらえる（ワークシート「第７講 工程表の作 

成」のオモテ面を使用する）。 

ミッション１ 

第８講でチーム名とキャッチコピーをプレゼンテーション。 

ミッション２ 

 第 11講で「既存の公園をリニューアルするアイデア」をプレゼン 

テーション。 

ミッション３ 

 第 15講で「現在通学している学校を高校３年生に紹介する」プレ 

ゼンテーション。  

第８～15講の工程表をつくる。  

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような工程表が

あるか、をスマートフ

ォンやタブレットで

調べさせるとよい。 

 

ワークシートを用い

て、自由に工程表を作

成させる。 

 

 

工程表をつくる際に

は、「現状の把握（調

査）、発想を拡げる（ブ

レ イ ン ス ト ー ミ ン

グ）、まとめる（カー

ド化・整理）、発表す

る」を意識させる。 
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 ②レクチャー 

  何のために工程表をつくるかをレクチャー。 

＜レクチャー内容の例＞ 

「作業を進めていくうえでは、チームの構成員全員が作業プロセスを共有

していく工程管理が不可欠となる。その共有のための可視化ツールが工程表

である。」 

  

 

③チーム作業  

第８～15講の工程表づくり。 

  最初は各人が個人でつくる（「第７講 工程表の作成」のウラ面を使用 

する）。  

  次にチームで突き合わせ。 

  チーム全体としての工程表をつくる（「第７講チーム工程表」を使用 

する）。 

  ミッション２とミッション３ではパワーポイント（場合によりポス 

ター）を用いたプレゼンテーションとなることも説明しておく。 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（工程管理の重要性）。 

 次回の内容を予告し、毎回、工程表を持参するように伝える。 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

ミッション２とミッ

ション３では、パワー

ポイント（あるいはポ

スター）を用いること

になる。プレゼンテー

ションの形式（パワー

ポイントを用いるか、

ポスターを用いるか

など）は、教員が適宜

判断。 
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＜第８講＞ プレゼンテーション  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第８講 プレゼンテーション」）  

獲得スキル：プレゼンテーションの仕方（時間の管理）  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  工程表やミッションを再確認する。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業説明  

制限時間内でプレゼンテーションを行う。 

プレゼンテーション内容「チーム名とキャッチコピー」 

チーム名の根拠やキャッチコピーの意味などを明確にする。 

教室全体に向けたプレゼンテーション。 

 

 

 ②レクチャー  

リハーサルの重要性をレクチャー（リハーサルは強制実施）。 

＜レクチャー内容の例＞ 

「プレゼンテーションの時間と場所を想定してリハーサルを行うことは重

要である。リハーサルでは、内容の過不足や読みのスピードの確認・調整を

行ったり、予想される質問内容に対する回答を準備することが望ましい。」 

 

 

③チーム作業  

  プレゼンテーション準備。 

  リハーサルの実施。 

  プレゼンテーション内容を仕上げる。 

  プレゼンテーション本番（他チームのプレゼンテーションを聴き、 

メモをとる)(ワークシート「第８講 プレゼンテーション」を使用する）。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「持ち時間」「使用可

能なもの」などは教員

が適宜判断。  

 

自由にチーム名をつ

けさせる。この講で

は、なぜそのチーム名

にしたのか、を明確に

説明できることが重

視される。 

 

 

 

 

 

 

学生の準備状況を考

慮し、どのタイミング

でリハーサルを実施

するかは、教員が適宜

判断。 
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Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（時間管理を中心にふりかえる）。 

 次回の内容（プレゼンテーション内容に関する本格的なふりかえり）

を予告する。 

 引き続き、工程表を持参するよう伝える。 

 

ワンポイント 

アドバイス 
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＜第９講＞ プレゼンテーションの 

ふりかえりと工程表の見直し  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第９講 プレゼンテーションのふりかえり」） 

    ワークシート（「第９講 報告書」…チーム用）  

 ワークシート（「第９講 チーム工程表」…チーム用）  

獲得スキル：リフレクション  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  時間の管理の重要性を再確認。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業 

①作業説明  

作業１ 第８講のリフレクション（プレゼンテーションのふりかえり）。 

     ふりかえる内容は次の４つ。 

   （1）プレゼンテーションに向けて準備するときに、意識したこと・ 

    気づいたことの説明。 

   （2）プレゼンテーション時間を有効に使うために、意識したこと・ 

    気づいたことの説明。 

   （3）作業工程の管理について､意識したこと・気づいたことの説明。 

   （4）他チームのプレゼンテーションを聴くときに、意識したこと・ 

    気づいたことの説明。 

 

作業２ 第７講で作成した工程表をふりかえる。 

今後へ向けて、工程表の再検討・修正を行う。 

 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リフレクションの重

要性（第６講にてレク

チャー済み）を再確

認。 

 

ふりかえりと修正の

関連性を強調する（ふ

りかえりをきちんと

行うからこそ、適切な

修正が可能となる）。 
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②チーム作業  

 作業１ 第８講のリフレクション（プレゼンテーションのふりかえり）。 

まずは個人としてワークシート（「第９講プレゼンテーション 

のふりかえり」）を作成する。  

     各人のワークシートを突き合わせ。チームとして話し合う。 

  チームとして「第９講 報告書」（チーム１枚）をつくる。  

 

作業２ 第７講で作成した工程表をふりかえる。 

チームで話し合い、今後へ向けて、工程表の再検討・修正を 

行う。 

修正版の工程表を記入する（ワークシート「第９講 チーム工 

程表」を使用する）。 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（リフレクションの重要性を再確認）。 

 次回の内容を予告する。引き続き、工程表を持参するよう伝える。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

作成した報告書は、原

則として回収して、授

業運営に役立ててい

ただきたい。報告書の

内容を成績評価に反

映するかどうかは、教

員が適宜判断。 

 

 

 

 

時間があれば、残る２

つのミッションに向

けた準備を進める。 
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＜第 10 講＞ ビジュアル 

・プレゼンテーションⅠ  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第 10 講 ビジュアル・プレゼンテーションⅠ」） 

獲得スキル：プレゼンテーションの仕方（見せ方） 

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  工程表やミッションを再確認する。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業説明  

  今回の課題は、ビジュアル・プレゼンテーションの準備（プレゼン 

テーションは次回に行う）。 

  ビジュアル・プレゼンテーションの形式とテーマを伝える。  

基本はパワーポイントを用いたプレゼンテーション。 

パワーポイントを活用できない場合は、ポスタープレゼンテーショ 

ンを実施する（模造紙などを用いてポスターをつくり、掲示する形式）。 

＜プレゼンテーションのテーマ＞ 

「既存の公園をリニューアルする」を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーション

の形式（パワーポイン

トを用いるか、ポスタ

ーを用いるかなど）

は、教員が適宜判断。 

 

 

プレゼンテーション

のテーマは、新しいア

イデアを示す形式が

望ましい。 

「既存の公園のリニ

ューアル」とは、近隣

の公園などで可。 
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②チーム作業(ワークシート｢第 10 講 ビジュアル・プレゼンテーショ 

ンⅠ｣を使用する） 

  ビジュアル・プレゼンテーションに必要な情報を、スマートフォンや 

携帯電話・タブレットなどを用いて調べる。 

調べたことに基づいて、ブレインストーミングを行う。 

これまでに獲得したスキルを活用し、ブレインストーミングの内容を 

整理する。 

整理した内容をもとに、プレゼンテーション内容を考える。 

  パワーポイント（あるいはポスター）を作成する。 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（「調べる」「ブレインストーミング」「まと

める」の重要性を再確認）。 

 次回の内容を予告する（ビジュアル・プレゼンテーション本番）。 

引き続き、工程表を持参するよう伝える。 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 
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＜第 11 講＞ ビジュアル 

・プレゼンテーションⅡ  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第 11 講 ビジュアル・プレゼンテーションⅡ」）  

獲得スキル：プレゼンテーションの仕方（見せ方） 

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

  今回のミッションを再確認する。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業 

①作業説明  

 ビジュアル・プレゼンテーションの準備と本番。 

②チーム作業  

ビジュアル･プレゼンテーションに向けて、パワーポイント(あるいは 

ポスター）を仕上げる。  

  ビジュアル・プレゼンテーション本番。  

  他チームのプレゼンテーションを見て、その内容や気づいたことをメ       

モする（ワークシート「第 11 講 ビジュアル・プレゼンテーションⅡ」

を使用する）。 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（「まとめる」「プレゼンテーション準備」の

重要性、きちんとメモをとっているかどうかなどを再確認）。 

次回の内容（プレゼンテーション内容に関する本格的なふりかえり）を

予告する。 

 引き続き、工程表を持参するよう伝える。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーション

の形式は、口頭説明を

つけずにパワーポイ

ント（ポスター）を示

すのみの形式を基本

とする。ただし、状況

に応じて、パワーポイ

ント（ポスター）を示

すとともにプレゼン

テーションする側が

説明する形式も可。プ

レゼンテーションに

用いる時間も含め、教

員が適宜判断。 
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＜第 12 講＞ プレゼンテーションの 

ふりかえりと工程表の見直し  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第 12 講 プレゼンテーションのふりかえり」） 

ワークシート（「第 12 講 報告書」…チーム用） 

獲得スキル：リフレクション  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

「まとめる」、「プレゼンテーション準備」の重要性、きちんとメモを 

とっているかどうかを、再確認する。 

 

 

Ⅱ．チーム作業  

①作業説明  

作業１ 第 10・11講のリフレクション（ビジュアル・プレゼンテーショ 

ンのふりかえり）。ふりかえりの内容は次の４つ。 

（1）新しいアイデアを出すときに、意識したこと・気づいたことの 

説明。 

  （2）ビジュアル・プレゼンテーションを行ううえで、意識したこと・ 

気づいたことの説明。 

  （3）作業工程の管理について、意識したこと･気づいたことの説明｡ 

  （4）他チームのプレゼンテーションを見るときに、意識したこと・ 

気づいたことの説明。 

 

作業２ 第９講で修正した工程表を見直す。  

今後へ向けて、工程表の再検討・修正を行う。 

 

 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成した報告書は、原

則として回収して、授

業運営に役立ててい

ただきたい。報告書の

内容を成績評価に反

映するかどうかは、教

員が適宜判断。 

 

 

 

 

 

色の違う筆記用具を

用いて、修正を行う。 
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②チーム作業  

 作業１ 第 10・11講のリフレクション（ワークシート「第 12講 プ 

レゼンテーションのふりかえり」を使用する）。 

まずは個人としてワークシートを作成する。 

     各人のワークシートを突き合わせ。チームとして話し合う。 

     チームとして「第 12 講 報告書」（チーム１枚）をつくる。 

 

作業２ 第９講で修正した工程表を見直す。  

チームで話し合い、今後へ向けて、工程表の再検討・修正を 

行う。 

第９講でつくった工程表を消さずに、書き込む形で修正を行う 

（とくに時間配分の見直しと準備不足だった部分の改善を行わせ 

る）。 

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（リフレクションの重要性を再確認）。 

 次回の内容を予告する。引き続き、工程表を持参するよう伝える。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

色の違う筆記用具を

用いて、修正を行う。 

 

たんに「時間が足りな

かった」という反省に

とどまらず、もう一歩

踏み込んだ改善策を

挙げさせることが重

要。 
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＜第 13 講＞ 最終プレゼンテーションⅠ  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第 13 講 最終プレゼンテーションⅠ」） 

獲得スキル：意見調整  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

リフレクションの重要性をあらためて確認する。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業 

①作業説明  

  今回の課題は、最終プレゼンテーションの準備（プレゼンテーション 

本番は第 15講）。 

  最終プレゼンテーションの形式とテーマを伝える。  

パワーポイントを用いた口頭プレゼンテーション。 

＜プレゼンテーションのテーマ＞ 

「現在通学している学校を高校３年生に紹介する」 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーション

テーマは、身近だけれ

どもよく知らないも

の、身近でありながら

調査が必要となるも

のを設定することも

可。 



７２ 

 

 

②チーム作業  

 各チームが工程表に従いプレゼンテーションの準備を進める。 

 ＜作業内容＞（ワークシート「第 13 講 最終プレゼンテーションⅠ」） 

  プレゼンテーションに必要な情報を集める。 

調べたことに基づいて、ブレインストーミングを行う。 

これまでに獲得したスキルを活用し、ブレインストーミングの内 

容を整理する。 

整理した内容をもとに、プレゼンテーション内容を考える。 

   パワーポイント（あるいはポスター）とプレゼンテーション原稿 

を作成する。 

   リハーサルを行う。  

  ※この講では、目安として「ブレインストーミングの内容を整理する」 

程度ができていればよい。  

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告 

 この講の内容をふりかえる（「調べる」「ブレインストーミング」「まと

める」の重要性を再確認）。 

 次回以降の内容を予告する（プレゼンテーション準備の続き）。 

引き続き、工程表を持参するよう伝える。 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

これまでの作業との

差異化を図るために、

聴き取りなどフィー

ルドワークを行って

もよい。 

 

 



７３ 

 

＜第 14 講＞ 最終プレゼンテーションⅡ  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第 14 講 最終プレゼンテーションⅡ」） 

獲得スキル：プレゼンテーションの仕方（総合） 

 

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

「調べる」「ブレインストーミング」「まとめる」の重要性を再確認。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業 

①作業説明  

  今回の課題は、最終プレゼンテーションの準備（プレゼンテーション 

本番は次回に行う）。 

  最終プレゼンテーションの形式とテーマを再確認する。  

パワーポイントを用いた口頭プレゼンテーション。 

＜プレゼンテーションのテーマ＞ 

「現在通学している学校を高校３年生に紹介する」 

第 15 講の開始直後にプレゼンテーション本番を実施することも確認。 

 

 

②チーム作業（ワークシート「第 14 講 最終プレゼンテーションⅡ」） 

  前回に続き、各チームが工程表に従い、プレゼンテーションの準備を 

進める。 

   

 

 

 

 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７４ 

 

 

＜作業内容：再録＞ 

  プレゼンテーションに必要な情報を集める。 

調べたことに基づいて、ブレインストーミングを行う。 

これまでに獲得したスキルを活用し、ブレインストーミングの内 

容を整理する。 

整理した内容をもとに、プレゼンテーション内容を考える。 

   パワーポイント（あるいはポスター）とプレゼンテーション原稿 

を作成する。 

   リハーサルを行う。  

  ※この講では「リハーサルを行う」まで必ず進める。  

 

 

 

Ⅲ．ふりかえりと次回の予告  

  この講の内容のふりかえる（リハーサルの重要性や各種プレゼンテー 

ションスキルを再確認）。 

 次回の内容を予告する（プレゼンテーション本番と全体のふりかえり）。 

 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７５ 

 

＜第 15 講＞ 最終プレゼンテーションⅢ 

と全体のふりかえり  

授業形態：チーム 

 教材：ワークシート（「第 15 講 最終プレゼンテーションⅢ」） 

ワークシート（「第 15 講 報告書」…チーム用） 

ワークシート（「第 15 講 全体のふりかえり」） 

獲得スキル：リフレクション  

 

 

【進行スケジュール】 

Ⅰ．前回のふりかえり 

リハーサルの重要性や各種プレゼンテーションスキルを再確認。 

 

 

 

Ⅱ．チーム作業 

①最終プレゼンテーション 

 この講の開始直後に最終プレゼンテーションを実施。 

 他チームのプレゼンテーションを聴き、メモをとる（ワークシート「第 

15 講 最終プレゼンテーションⅢ」を使用する）。 

 

②最終プレゼンテーションのふりかえり  

ふりかえりの内容は次の４つ。 

 （1）工程管理は適切にできたか？〔５段階評価〕 

 （2）プレゼンテーションの質を高めるための準備は充実していたか？ 

〔５段階評価〕 

（3）自チームのプレゼンテーションの完成度は？〔５段階評価〕 

 （4）他チームのプレゼンテーションの中で、最も優れたチームは？ 

〔チーム名＋選んだ理由〕 

※（1）～（3）はレベルゲージ式。（4）は記述式。 

以上についてチーム内で話し合い、ワークシート「第 15 講 報告 

書」にまとめる。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーション

の形式（時間など）に

ついては、教員が適宜

判断。 

 

 

 

 

作成した報告書は、原

則として回収して、授

業運営に役立ててい

ただきたい。報告書の

内容を成績評価に反

映するかどうかは、教

員が適宜判断。 



７６ 

 

 

Ⅲ．講座全体のリフレクション  

 ①ふりかえり 

  これまでやってきたことをふりかえり、スキルを明示化する。  

 

 

②ルーブリック 

 レクチャー（ルーブリックの説明） 

＜レクチャー内容の例＞ 

「ルーブリックは、講座を通じての学生の成長度合いを、学生自身が評価す

るものであり、成績評価に直接つながるものではない。だから、自らの成長

をふりかえるために、活用してほしい。」 

 

ルーブリックを使い、学生自身で自己評価を実施させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：成績評価を行うにあたって】 

各学校の実情に合わせて、成績評価をつけることが原則となる。その

際に、「出席状況」「受講態度」「ワークシート」「報告書」などを成績評

価の対象とすることができる。「報告書」等、チームで作成したものにつ

いては、チーム全員で同一評価が望ましい。 

ワンポイント 

アドバイス 

 

 

 

 

 

 

ルーブリックは、教員

による成績評価に直

接つながるものでは

ないことを強調する。 



７７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ジェネリックスキル養成」講座用ワークシートは、必要なページを 

コピーしてご利用いただけるようにしています。 

見開き２ページをＡ４サイズ両面のプリントにしてご活用ください。 

（第 3講、第 10講、第 13講、第 14講は各１ページ） 

 

クラウド・スマートデバイス時代の ITビジネスクリエータ育成の教育プログラム開発 

 

ジェネリックスキル養成

ワークシート 



７８ 

 

第１講 ロールプレイの実施 
               名前             

 写真の情報を書きとめよう。 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

 写真を再現してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が描いたイラストと他人とを比較し､その違いについてどのように感じたかを書きとめよう。 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            



７９ 

 

各項目のロールプレイを行い、自分や相手の感じたことを書きとめよう。 

行動 自分の感じたこと 話し相手が感じたこと 

自分：話をする 

 

相手：話している人と

目を合わせない 

  

自分：話している人と

目を合わせない 

 

相手：話をする  

  

自分：話をする 

 

相手：話している人と

目を合わせ、適宜

うなずく 

  

自分：話している人と

目を合わせ、適宜

うなずく 

 

相手：話をする 

  



８０ 

 

第２講 発想の拡げ方 
               名前              

 読み上げられた記事の情報を書きとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み上げられた記事の内容について、５Ｗ１Ｈに気をつけながら、まとめてみよう。 

（When いつ、Where どこで、Who 誰が、What 何を、Why なぜ、How どのように） 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            



８１ 

 

ブレインストーミングのテーマ                             

＊ 色分けして記入「自分で思いついたこと→黒」「チームメンバーの意見→赤」「追加で思いついたこと→青」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームで行ったブレインストーミングで出た意見の数はいくつですか。           



８２ 

 

第３講 発想の体系化 
名前               

 

ブレインストーミングのテーマ                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８３ 

 



８４ 

 

第４講 報告書の作成 
名前               

 

取材相手の名前                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材した内容について、５Ｗ１Ｈに気をつけながら、まとめてみよう。 

（When いつ、Where どこで、Who 誰が、What 何を、Why なぜ、How どのように） 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            



８５ 

 

報告書作成のふりかえり 

 

あなたの作成した文書について、どのような指摘を受けましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者の文章等と比較して、気づいたことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者からの指摘や自らの気づきを踏まえ、５Ｗ１Ｈに気をつけて、書き直してみよう。 

（When いつ、Where どこで、Who 誰が、What 何を、Why なぜ、How どのように） 

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            



８６ 

 

第５講 調査と報告Ⅰ 
名前               

 

調査テーマ                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８７ 

 

調査結果をもとに、報告内容を考えてみよう。 



８８ 

 

第６講 調査と報告Ⅱ 
              名前               

報告内容をメモしよう 

チーム名               チーム名               

チーム名               チーム名               

チーム名               チーム名               

 



８９ 

 

他チームが報告した内容を、５Ｗ１Ｈに気をつけて、まとめてみよう。 

（When いつ、Where どこで、Who 誰が、What 何を、Why なぜ、How どのように） 

 

チーム名                                        

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

＜第１回 リフレクション＞ 

Ｑ１ 報告に向けて準備するときに、意識したこと・気づいたことについて説明してください。  

 

 

 

Ｑ２ 報告の制限時間を有効に使うために、意識したこと・気づいたことについて説明してくだ

さい。  

 

 

 

Ｑ３ 自分たちが報告するときのマナーについて、意識したこと・気づいたことについて説明し

てください。 

 

 

 

Ｑ４ 他のチームの報告を聴くときのマナーについて、意識したこと・気づいたことについて説

明してください。 



９０ 

 

第７講 工程表の作成 
              名前              

 

 与えられた３つのミッションについてメモしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９１ 

 

 工程表を作成してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９２ 

 

第７講 チーム工程表   チーム名                                  作成日                     

 

 

 



９３ 

 

 

 



９４ 

 

第８講 プレゼンテーション 
名前               

プレゼンテーションの内容をメモしよう 

チーム名               

キャッチコピー                                  

チーム名               

キャッチコピー                                  

チーム名               

キャッチコピー                                  

 



９５ 

 

 

 

プレゼンテーションの内容をメモしよう 

チーム名               

キャッチコピー                                  

チーム名               

キャッチコピー                                  

チーム名               

キャッチコピー                                  



９６ 

 

第９講 プレゼンテーションのふりかえり 
             名前              

 

＜第２回 リフレクション＞ 

Ｑ１ プレゼンテーションに向けて準備するときに、意識したこと・気づいたことについて説明

してください。  

 

 

 

 

 

Ｑ２ プレゼンテーションの制限時間を有効に使うために、意識したこと・気づいたことについ

て説明してください。  

 

 

 

 

 

Ｑ３ 作業工程の管理について、意識したこと・気づいたことについて説明してください。 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 他チームのプレゼンテーションを聴くときに、意識したこと・気づいたことについて説明

してください。 

 

 

 

 

 



９７ 

 

チーム名 日付

＜作業工程の管理について＞

＜他チームの発表について＞

第９講 報告書

メンバー

＜準備について＞

＜時間管理について＞



９８ 

 

第９講 チーム工程表   チーム名                                  作成日                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１００ 

 

第１０講 ビジュアル・プレゼンテーションⅠ 
                          名前               

 

 ○○公園について調べてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○○公園のリニューアル案について考えてみよう。 

 

 



１０１ 

 



１０２ 

 

第１１講 ビジュアル・プレゼンテーションⅡ 
                           名前               

内容や気づいたことをメモしよう 

チーム名               

チーム名               

チーム名               

 



１０３ 

 

 

 

内容や気づいたことをメモしよう 

チーム名               

チーム名               

チーム名               



１０４ 

 

第１２講 プレゼンテーションのふりかえり 
             名前              

 

＜第３回 リフレクション＞ 

Ｑ１ 新しいアイディアを出すときに、意識したこと・気づいたことについて説明してください。  

 

 

 

 

 

Ｑ２ ビジュアル・プレゼンテーションを行う上で、意識したこと・気づいたことについて説明

してください。  

 

 

 

 

 

Ｑ３ 作業工程の管理について、意識したこと・気づいたことについて説明してください。 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 他チームのプレゼンテーションを見るときに、意識したこと・気づいたことについて説明

してください。 

 

 

 

 

 



１０５ 

 

チーム名 日付

第12講 報告書

メンバー

＜作業工程の管理について＞

＜他チームの発表について＞

＜新しいアイディアについて＞

＜ビジュアル・プレゼンテーションについて＞

 



１０６ 

 

第１３講 最終プレゼンテーションⅠ 
                           名前               

 

 自分の学校について調べてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の学校の紹介方法について考えてみよう。 



１０７ 

 



１０８ 

 

第１４講 最終プレゼンテーションⅡ 
 名前               

 

次回の最終プレゼンテーションに向けて、作業を続けよう。 



１０９ 

 



１１０ 

 

第１５講 最終プレゼンテーションⅢ 
名前                

プレゼンテーションの内容をメモしよう 

チーム名               

チーム名               

チーム名               



１１１ 

 

 

 

プレゼンテーションの内容をメモしよう 

チーム名               

チーム名               

チーム名               



１１２ 

 

チーム名 日付

第15講 報告書

メンバー

＜発表の完成度について＞

＜他チームの発表について＞

＜工程管理について＞

＜準備の充実度について＞



１１３ 

 



１１４ 

 

第１５講 全体のふりかえり 
名前               

 

＜第４回 リフレクション＞ 

Ｑ１ 工程管理は適切に行えましたか？  

 

 

 

 

Ｑ２ 自チームのプレゼンテーションの質を高めるための準備の充実度はどれくらいでしたか？  

 

 

 

 

Ｑ３ 自チームのプレゼンテーションの完成度はどれくらいでしたか？  

 

 

 

 

Ｑ４ 他チームのプレゼンテーションの中で、最も優れたチーム名と、その理由を書いてくださ

い。 

 

チーム名             

   【理由】 

 

 

 

 

 

 

 

5 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 

5 4 3 2 1 



１１５ 

 

＜ルーブリック＞ 

対象 項目 レベルⅢ レベルⅡ レベルⅠ 

個 人 傾聴 
どのような話題ついても、

真剣に向き合おうとする 

必要な話題について、真

剣に向き合おうとする 

真剣に向き合おうとする

意識が薄い 

個 人 課題発見 
自分の現状を理解し、課

題を発見することができる 

自分の現状を把握するこ

とができる 

現状を把握すべきだとい

う意識が薄い 

チーム 話し合い 
チームとして互いに意見を

引き出し、まとめられる 

チームとして意見を出す

ことができる 

チームとして意見をまとめ

るという意識が薄い 

チーム 協働（成果物） 
チームとして力を発揮し、

納得のいく成果が出せる 

チームとして協力し、形式

上の成果が出せる 

チームとして成果を出そう

いう意識が薄い 

個 人 社会人の責任 
社会人としての責任を果

たす意欲がある 

社会人としての責任を意

識している 

社会人としての意識が薄

い 

 

 入学時の自分と、現在の自分を比較し、成長度を確認してみよう。 

対象 項目 入学時 現在 

個 人 傾聴   

個 人 課題発見   

チーム 話し合い   

チーム 協働（成果物）   

個 人 社会人の責任   

 

特に成長したと感じる項目について、まとめてみよう。 

 

                                            

 

                                            

 

                                           



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 
「ジェネリックスキル養成」講座 プログラム開発メンバー 

高尾智士   河合塾 講師 

鈴木孝昌   河合塾 講師 

日髙昌武   河合塾 講師 

吉見直倫   河合塾 講師 

米津明人   河合塾 講師 

小室弘毅   関西大学 助教 

青柳 里   (株)KEIアドバンス 

                                            

 

 

平成２５年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」 

クラウド・スマートデバイス時代のＩＴビジネスクリエータ育成の教育プログラム開発プロジェクト 

ジェネリックスキル養成のための調査とカリキュラム・教材 
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